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特性（receiver operator characteristic; ROC）曲線解析から死廃牛と生存牛に区分する閾
値（カットオフ値）として、HCT 値 > 32%、NEFA 濃度 > 0.4 mEq/l、アンチトロンビ
ン活性 < 120%、血小板数 < 15 × 104/μl および起立不能の所見を予後診断指標として
予後決定因子のカットオフ値で構成される予後診断基準を作成した。 
本研究から示された大腸菌性乳房炎の予後診断指標としての５項目および診断基準と
してのカットオフ値は、HCT 値 > 32%、NEFA 濃度 > 0.4 mEq/l、アンチトロンビン活
性 < 120%、血小板数 < 15 × 104/μl であり、臨床所見として起立不能の有無を用いる
ことで、大腸菌性乳房炎罹患牛の致死転帰の予測が可能であることを示し大腸菌性乳房炎
罹患牛への臨床応用から予後診断基準とカットオフ値の有用性が示された。大腸菌性乳房
炎牛 24 例において、予後決定因子 5 項目のカットオフ値のなかで 3 項目以上において上
記の基準に合致した個体は死亡あるいは安楽殺のリスクが有意に高かった（P<0.01）。予
後診断基準は第 2 病日および第 3 病日において致死転帰が予測可能であった。作成した予
後診断基準を 34 臨床例の第 2 病日に適用したところ、3 項目以上において予後決定因子
が診断基準を満たした個体は、3 項目未満にのみ該当した個体よりも死亡あるいは安楽殺
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 乳牛の Escherichia coli による急性乳房炎(大腸菌性乳房炎)の予
後決定因子を特定するために、大腸菌性乳房炎罹患牛 24 頭を発症直
後から臨床症状と血液学的所見を経時的に観察し、死亡および安楽





















値（カットオフ値）として、 HCT 値 > 32%、NEFA 濃度 > 0.4 mEq/l、
アンチトロンビン活性 < 120%、血小板数 < 15 × 104/μl および起
立不能の症状発現を導き出し、これら予後決定因子 5 項目のカット
オフ値で構成される予後診断基準を作成した。24 臨床例において、








オフ値；HCT 値 > 32%、NEFA 濃度 > 0.4 mEq/l、アンチトロンビン
活性 < 120%、血小板数 < 15 × 104/μl および起立不能の臨床症状
を用いることで、大腸菌性乳房炎罹患乳牛の致死転帰を予測できる
ことを示した。野外における致死性の大腸菌性乳房炎罹患牛への応
用から、これら予後診断基準とカットオフ値の有用性が示された。 
 本研究は乳牛の大腸菌性乳房炎の発生疫学的輪郭を把握し、病態
から予後決定因子を特定するとともに予後診断基準を作成しその有
用性を検証した。本研究の成果は、大腸菌性乳房炎の診療において
死廃事故に陥る危険性の高い個体の診断および経済的淘汰が推奨さ
れる個体の鑑別ならびに病態に応じた治療法の選択において、有用
な学術情報を提示しその取り組みに示唆を与えているものと考えら
れた。 
